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未来へつながる西条の歩み
～まちの一年を振り返る～
2025年も市民の皆さんの暮らしをより良くするため、さまざまな取り組みが進みました。
健康、教育、防災、仕事づくりなど、生活に身近な施策の中から、この一年の主な動きをまとめました。

「東部学校給食センター（愛称：ひうちスマイルキッチ
ン)」が開所され、９月から西条地域の小学校８校、中学
校４校への給食提供を開始。HACCP対応の新施設でより
安全安心で持続可能な給食体制を整えています。

８月９日に「ふるさと西条・健幸フォーラム」を開催。
慶應義塾大学病院・松本守雄病院長の特別講演や、秋川雅
史氏のミニコンサートなど、西条市出身のスペシャリスト
が市民にエールを送りました。

女性の健康課題に着目した新しい取り組みを進め、市民モ
ニター「SAIJO みゅーず」とともにポータルサイトづく
りを開始。市民の声を反映した施策を進め、誰もが自分ら
しく暮らせる「健幸」なまちづくりを目指します。

児童・生徒の１人１台端末と電子黒板を更新し、ICT支援
員などを配置しました。GIGAスクール構想に基づく個別
最適な学びと協働的な学びの充実を図り、学校現場のICT
環境を引き続き、強化しています。

ICT環境の充実で児童や生徒の学びが広がっています

「SAIJO みゅーず」の皆さん。サイトは２月公開予定

８月19日に開所式を開催しました

トークセッションの様子。約1,100人が来場

ICT環境整備で学びを進化 笑顔を届ける新給食センター

女性の健幸づくりを応援 「健幸元年」キックオフイベント
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急速に進展するグローバル化に対応
し、さまざまな分野で活躍できる
「心豊かにたくましく生きる西条っ
子」を育成するため、外国語指導助
手（ALT）を増員。英語教育の充実
を図り、生きた英語に触れる機会を
高めました。

中心市街地で雨水函
かんきょ
渠整備を進め、

浸水被害の軽減を図るとともに、家
具固定器具等の購入や、感震ブレー
カー設置の補助を実施し、地震災害
への備えを強化しています。県と連
携した支援により、市民の命を守る
備えを一層進めています。

当市の医師不足解消に向け、奨学金
制度に加え移住促進策を強化。プロ
モーションや移住体験ツアーを実施
し、地域医療の充実を図っています。
また、市内で働く医師によるオンラ
インセミナーも定期的に開催してい
ます。（イベント詳細は16ページ）

企業の健康づくりを支援する取り組みを進め、健保協会な
どと連携して市内企業の実践を後押ししました。都内で市
長による講演などを通じて全国への発信も行い、働きやす
く活力ある職場づくりを促進しています。

２月から新しい旅を提案する「旅は人まかせ」を開始。西
条市、久万高原町、高知県いの町・大川村が連携し、地元
のキャストを介して地域の魅力に触れる体験を提供。新た
な観光価値の創出と交流人口の拡大を目指しています。

５月から企業立地ワンストップ窓口を設置し、立地を検討
している企業へ各種サポートを実施。10月には広島大学と
連携協定を締結し、市内企業の競争力強化とともに企業誘
致における優位性を高め、産業の活性化を図っていきます。

地域企業の人材不足に対応するため、新たな取り組みとし
て、10月14日に若者と地域企業が交流できる合同企業説明
会「西条お仕事フェア」を開催。市内企業の事業を知って
もらい、若者の地元就職に対する機運醸成を図りました。

４月４日に市長が「健康の日フォーラム2025｣ で講演

10月29日に広島大学と半導体分野の
グローバル人材育成等に関する連携協定を締結

地元キャスト(左)と一緒に、まき割りを体験

市内企業10社がブースを設け、個別に企業説明

企業誘致や企業活動の促進を展開

ALT増員で
英語学習を充実

浸水対策と
地震防災を強化

医師確保へ
移住促進策を強化

健康経営の実践を企業と推進地域キャストが案内する新しい旅

企業と若者の出会いの場を創出


